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ま え が き 

 

 

職業レディネス・テストは、進路選択のための自己理解のツールとして中学校や高等学校

を中心に活用されてきた。初版の公表は 1972 年であるが、その後、当機構では、定期的に

検査の信頼性、妥当性の検証に関する研究を行い、学校や職業相談の現場で安心して活用し

てもらえるよう、改訂作業を行ってきた。 
現在使われている第三版についても 2006年に公表されてから多くの年月が経過したため、

このほど改訂のための見直しを行っているところであるが、今回の改訂においては、中学生、

高校生を対象とした現行版検査の検討に加えて、検査の対象者を高等教育課程の在学者や若

年求職者等にも拡大していくための研究が進められている。そして、今までよりも年長の対

象者に対して、職業レディネス・テストを有効に活用してもらうためには、どのような仕事

をやりたいかという職業興味を中心とした視点だけでなく、どのように働きたいかというよ

うな、働き方に関する価値観や、職場に適応して定着していくために予め理解しておくこと

がのぞましい自らの性格特性や生活態度に関する視点をとりいれる必要があるという構想に

到った。そこで、今回の改訂においては、現行版の尺度構成とは別に、高等教育課程等の在

学者や若年求職者層への適用を踏まえた新たな尺度の開発が進められている。 
現時点において、尺度の開発は職業レディネス・テストの改訂に関する研究としては途中

の段階であり、検査としての完成はもう少し先のこととなる。ただ、新しい尺度の考え方や

尺度構成の方法論にともなう根拠や裏付けとなる資料については、テスト開発者の責任とし

て公表しておく必要があると考えた。本書で示した内容が、今後、職業レディネス・テスト

を活用していただく人たちにとって、少しでも参考になれば幸いである。 
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